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研究成果の概要 

 昨年，分子性ナノシートの一種である NiBHTが，水完全分解能を有する半導体光触媒 CoOx/SrTiO3の

水素発生反応（HER）助触媒として機能することを報告した．しかしながら NiBHTバルク体の粒系は大

きく，効率的な光触媒への担持は困難である．そこで本年は NiBHTシート方向における成長を抑制した

NiBHTナノコロイドの合成を行った．NiBHTナノコロイドもバルク体同様，安定な HER助触媒として機

能し，かつ担持状態の改善により，最適担持量を 1/10いかに低減できることを見出した． 

ポルフィリン類とフラーレン類は共結晶を構築することが知られている．あるポルフィリン誘導体と

C60から，一次元チャネルを有する共結晶の構築に成功した．単結晶性を保持したまま一次元チャネルか

ら結晶溶媒を除去することができ，活性化された共結晶はマイクロ孔を有することを明らかとした．1 M

塩酸・水酸化ナトリウム水溶液中における 90℃加熱を行っても，共結晶は単結晶性を保持したことから，

強靭な多孔性物質としての応用が期待される系である． 
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